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	 竹内栖鳳は京都画壇において江戸時代以来の円山四条派の「写生」を近代化した画家とし

て知られている。彼は明治後期の渡欧後、日本画に西洋の写実主義を導入した功績が評価さ

れ、その後も写実を追求する制作態度は継続している。しかしながら、栖鳳は晩年これと並

行して綿密な写実描写と距離をもった画風を展開させている。彼は大正末期から昭和初期に

かけて展覧会出品作をはじめ多数の水墨風景画制作に専心した。そこには画面に直接墨を注

ぎ込む「潑墨」およびそれに類する表現が認められるが、現在の栖鳳研究ではこの作品群の

検討は充分に進んでいるとは言い難い。そこで、当論文において、彼の晩年の水墨風景画を

画家自身の創作変遷と当時の日本画壇の様相との繫がりから究明した。それによって、近代

日本美術史における竹内栖鳳の画業を再検討することを本論の主眼とした。	

	 第一章では、栖鳳が晩年に手掛けた水墨風景画の描写表現とその変遷を巡って、閲覧調査

に基づく考察を行った。それにより、大正末期から昭和初期の水墨風景画の全貌を体系的に

把握するに至った。彼の水墨風景画には大正末期頃よりすでに墨の滲みに潑墨の端緒を認め

ることができる。さらに、《晩鴉》をはじめ昭和8年(1933)、9年(1934)頃の作品に、潑墨法

の導入とそれによる写実的表現からの乖離が窺われた。潑墨やそれを引き継ぐ類似作は彼が

没する前年まで制作され続けたことが判る。	

	 第二章では、晩年の水墨風景画が発表された淡交会について、当時の美術雑誌や新聞を拠

りどころに検討した。同会は東西画壇の巨匠6人が一堂に会する展覧会として衆目を集め、

栖鳳の水墨風景画としては第三回展に《宿鴨宿鴉》、第七回展に《晩鴉》が出品された。他作

家が風景画の題材に山岳を選び、特に山元春挙が伝統的な縦構図の水墨山水を扱うのとは対

照的に、栖鳳は横構図の平野風景の水墨画に拘った。また、彼は墨の階調を画筆で調整する

横山大観の水墨風景画と相反し、同会で墨の偶発的な滲みによる画風を進展させたと言える。	

	 第三章では、栖鳳晩年の水墨風景画の舞台である茨城県の水郷潮来での写生取材を考察し

た。京都市美術館所蔵の写生帖3冊を閲覧調査し、同帖の素描を同地取材の記録文、作品と

対照させた。一連の水墨風景画はその多くが潮来取材である可能性が高く、同地訪問以後の

作品に潑墨が著しく認められた。写生帖の素描では対象の丁寧な観察が確認される一方で、

本画作品には簡潔な筆致と象徴的な墨跡による表現が際立った。潮来訪問後、時を隔てて同

地を回想し、心象風景として描く様子が看取される。	

	 第四章では、晩年の水墨風景画との関連が指摘される栖鳳の中国風景画並びに墨画以外の

潮来風景画を分析した。彼は、かつて旅した中国揚州の水村風景に水郷潮来を重ね合わせて

愛着を深めていた。揚州や蘇州を描く彼の風景画には、すでに先の一連の水墨風景画に通じ

る画面構成を確認することができた。さらに、潮来取材から水墨風景画制作に至るまでの空
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白期間に、同地取材の着彩画によって画風を試行錯誤する様子が認められた。その後、墨画

淡彩作品を経て最終的に潑墨の顕著な水墨画に到達するという創作過程が明確となる。	

	 第五章では、彼の晩年の水墨風景画に使用された画紙「栖鳳紙」に着目した。栖鳳紙は越

前の製紙家、初代岩野平三郎により開発された。この画紙を巡って手記や書簡、著述等の資

料を分析し、繊維組成等の試験を行った。日本画壇で紙本傾倒の動きが見られた時代に、彼

は早い段階から新画紙開発の交渉を始め、この紙は滲みや浸透性が特に厳密に調整された。

栖鳳は写実的な絵画には絹本、心情を表す絵画には紙本が適すると述べる。水墨風景画に窺

われる画家の感興は栖鳳紙のもつ墨の滲みにより到達されたものと言える。	

	 第六章では、栖鳳晩年の水墨風景画を日本画壇の水墨表現を通じて吟味した。他作家の水

墨画を広く検討するとともに、栖鳳の画業初期からの水墨表現の推移を考察した。彼が水墨

風景画に専念する時代に、画壇では近代化の反動によって東洋的な水墨画が見直された。彼

の水墨画は墨筆を統制する写実的表現から、墨の滲みに委ねられる感覚的表現へと移行する。

栖鳳は中国山水画に起源を遡る潑墨法によって自国の水郷を異国に重ねて描き、伝統的な水

墨山水の画題や構図、技法を新たな視点から導き出したと考えられる。	

	 このように、竹内栖鳳晩年の水墨風景画のあり様を、画家個人による写生観察と絵画表現

の展開、他作家との関係を含む当時の画壇情勢を通して確認した。彼は明治後期の活躍を背

景に確立した画風の踏襲に留まらず、後年も時勢を捉える洞察力を保ち自らの独自性を探求

した。西洋的な写実主義を基盤にして東洋回帰の姿勢を示す時、栖鳳は「写生」を墨の滲み

により解放する創作展開を見せた。彼は晩年まで伝統的な日本絵画の手法を刷新する態度を

失わない。従来の研究では、「写生」の近代化を体現する渡欧後の記念碑的作品、《ベニスの

月》を中心にして栖鳳の水墨画を一括りに論じる傾向が否めない。しかし、彼の水墨画は時

代に応じて絵画創作上の意図が変容したことが明らかになり、それによって、晩年の水墨風

景画は竹内栖鳳の画歴の集積において結実した円熟の域を示すと言えるだろう。	


